






























































































{)f labour，ドイツ語では Teilungder Arbeitであってs 右の「業」は labourまたは die
Arbeit，つまり労働の訳なのである。ところが，日本語の「業」は，ふつう職業， つまり「め
しのたね」である仕事であれば，なんでもこれにふくまれることになっている。だから，そこに











与えたのは， ほかならぬ AdamSmithであって， このことは， その主著『諸国民の富 An_
inquiry into the nature and causes of the wealth of nations~ の第 1 篇「労働の生産諸力
における改善の諸原因について，また，その生産物が人民のさまざまの階級のあいだに白然に
分配される秩序についてJの冒頭の第1章が「分業について Of the division of labour」と























したりすることの有用性」とLづ項がある 0・0・……J(An inquiry into the nature and causes 
of the wealth of nations. Charles E. Tuttle Company, 1979, p. 3.大内兵衛・松川七郎訳，岩波書











































(,,Ancient Society, or Researches in the Lines of Humaan Progress from Savegery, 


































あって， その一例として， ハインリヒ・クノー（HeinrichCunow）の大著， 『一般経済史，
一一原始的採集経済より高度資本主義に到るまでの経済発展に関する一概観』（Allgemeine
Wirtshaftgeschichte；一一－EinUbersicht iiber die Wirtschaftentwicklung von der primitiven. 
Sammelwirtschaft bis zum Hochkapitalismus. J. H. W. Dietz Nachfolger, Berlin, 1926～ 
31)の第1巻『自然民族及び半開民族の経済』（DieWirtschaft der Natur叫 idHalbkultur-
volker）の中から，その第l主主「タスマニア人およびオーストラリア人の採集経済および狩猟







































処にいる種類の亀の捕獲が困難で、あり危険であるからであろうJ(ibid. Bd. 1. s. 47-48。藤沢保





























































































































































































































































































































































きる」（Marx-EngelsWerke, Bd. 3. s. 31.訳大月版27ペー ジ，傍点一マルクス〉
と述べ，そのうちの＊印をつけた個所について，つぎのような傍注を施している。





































































































































































るのだ！ ここに帝国主義と帝国主義的寄生性との本質がある」ω問問， Co1:rnemrn, TOM. 2, 










































のために，私は， 「分業の麗止」としづ言葉を避けて，ことさら「分業の揚棄 dasAufheben 





















































































の必要に応じて！」（Marx-EngelsWerke, Bd.19. s. 21.邦訳大月版21ペー ジ，傍点一山本〉。
以上のような共産主義社会における分業の完全な揚棄と真実の人間の解放との見通しがL、か
に厳密な科学的論証によって疑いもなく基礎づけられているとしても，そこにいたるまでの道
程の想像を絶する長さと同じく言語を絶する克服困難な障害の山積とについて，私たちは，け
っして安易に考えてはならなL、。このより高い段階の共産主義社会の前には，より低い段階の
共産主義社会があり，そこではまだ旧来の分業への奴隷的従属も，肉体労働と精神労働との対
立も依然として残っており，しかも，資本主義社会が不可避的に遺した「経済的，道徳的，精
神的」な「母斑」が根強く残存している。この段階では，すでにりっぱな「協同組合的社会J
として生産手段の私的所有は全く消え失せ，労働生産物が商品となること，いし、かえれば「価
値」も「貨幣」もその存在が完全に一掃されているにもかかわらず，右の「母斑」の強力な残
存の故に，各個人lれ、まだに「労働に応じて」の分配に依存せざるをえないのである。しかしデ
社会的生産が完全U計画的に行なわれ，社会的な「管理」と「計算」が実施できるまで、には，
まだ，どんなに数々の困難・障害と長い時間が必要となるであろうか？ ここでは，そこにい
たる段階，つまり過渡期について立ちいることは控えなければならないが，ただひとこと，生
産力低劣の上に貨幣物神が完全に支配しているいたく後れた社会をとらえて「社会主義国」と
自称するのは，客観的にみれば，マルクス＝レーニンの教示の鉄面皮なふみにじりであり，ま
た，今日の酒々たる反社会主義的思潮と親自由主義＝資本主義的運動を煽りたて力づけるとい
う，寒心すべき社会的役割をはたしたもの，いや現にはたしつつあるものだということを指摘
するにとどめておこう。
簡単な要約
はじめ原始共同社会では，人間労働力も未発達でその生産力もきわめて低く，そこでの分業
はわずかに男女の間にあっただけである。しかし，異なった共同体との接触は，新たな分業を
生みだし，この分業によって生産物交換がひろがるとともに，労働生産物の商品への転化とな
らんで，共同体内部に私有財産が生まれ，持てる者と持たざる者，富める少数者と貧しし、多数
者とL、う階級的区別が生まれ，発展することになる。さらに商品生産の発展によって貨幣が生
みだされると，分業はますます広く深く発展することになると同時に，これによって労働の生
産力はいっそう発達することになる。ただし，その場合の労働は，分業に制約されて，当然に
限られた種類の一面的なものであり，そのために人間労働力もその限られた一面的労働にのみ
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適したものに，つまり一面的に発達した，したがって不具化した労働力にならざるをえない。
不具化して一面的労働にしぼりつけられているが故に，その面における労働の熟棟，技巧はお
のずから発達をとげることになる。ついで手工業と農業との分離につづいて手工業の肉部で労
働の分割が進み，それぞれ両職組合が組織されると，そこでの労働者＝職人は特定の種類の生
産物の生産にしばられているとはいえ，その生産物の生産に必要な労働手段，原料，それに必
要なさまざまな種頬の作菜のすべてi二ついて，必要な知識と技術のすべてを身につけることが
要求されたのである。限られた特定の労働種類についてであるとはいえ，そこでは，人間労働
力，つまり精神的能力と肉体的能力とは，その仕事にかんするかぎり，均衡を保ってできるか
ぎり一一たんなるくりかえしによる熟練の積み重ねを主とするものだとほし清一一育てあげる
ことが必要要件であった。
しかし，資本が生産を握り，そこでマニュブァクチュアが支配的に行なわれるようになると，
分業はさらに質的発展をとげて，各労働者はある商品をつくるための多くの作業のうちのーっ
か二つだけの仕事しか担当しない部分労働者にされてしまい，彼の担っている人間労働力は，
その限られた特定の種類の作業しかなしえない，したがってその他の必要な仕事については知
識も作業能力も不必要・有害であるという，全く歪められ不具化したものとなる。限られた一
面的支出の故にその労働の熟練度はきわめて高くなるが，しかし，その労働力は，資本のもと
で働かされるかぎりで機能しうるのであって，ここに労働力の担い手は，資本のもとに搾取さ
れないでは生きるすべもなく，総じて人間労働力は，すべてはじめから資本のためのもの，竪
本のものとなるのである。
しかし，資本主義的生産がさらに発展をとげて機械制大工業が支配する段階になると，生産
の主体は，生きた部分労働者から死んだ機械・機械体系にとって代わられ，分業はこの主体に
よって決定され，人間労働力の担し、手にとっては，いよいよさびしいものとなる。労働の生産
力は，機械体系のおかげで，際隈もなく増大するが，人間労働力そのものの不具化と破壊がそ
の極限にまで達することは，ょに述べたとおりである。そしてまた，この機械制大工業の高度
の発展そのものが，反って，一面化・不具化した労働力ではなく，全面的に発達した人間労働
力を大量にっくりだしてこれに依存せざるをえないことになるという事情も，いまだ記憶に新
しいところである。こうして機械制大工業の発展によって訓練され結合され恨織される大工業
プロレタリアートが，ついに，資本主義的私的所有にとどめを刺して高度に発展した生産力に
照応した社会的所有の生産関係をうちたてる主導的勢力とならなければならないという，歴史
的発展法則も，また，社会的所有のもとで高度に発展した共産主義社会において，はじめて，
すべての社会的人間が全雨的に発展した人間労働力の担い手となり，旧来の固定した分業の担
隷となることもなく，調和のとれた高度の精神的能力と肉体的能力とを一一短時間の生産的労
働をふくめて一一「たのしみ」として，生活欲求として，流動させることになり，ここにはじ
めて動物社会とl土全くちがった，真に人聞社会の名に値する社会が築きあげられることになら
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なければならないということも，知ることができたと思われる。
このようにしてみると，ほとんど動物社会に等しし、原始共同社会の，きわめて低級な未発達
の労働力の担L、手である人聞が，三つの階級社会のそれぞれにおいて，支配階級の搾取・抑圧
のもとで， きわめて歪められた形でではあるがその人間労働力を発展さぜて，ついに人聞社会
の名に値する真の人聞社会の建設者にふさわしい，全面的に発展した人間労働力の担い手とし
て，鍛えあげられることになるまで，その苦難の道を推し進めたものは，まさしく人間的労働
の分割であり，分業そのものであったということができるのではないか，そこにこそ，労働の
分割の人間社会の発展にとっての一一明たとえ，それが労働力の担い手にとって惨苦にみちた，
破壊的なものとして作用しなければならなかったとしても，まさに，その惨苦，破壊をこそ経
ることによって一一強力この上もない推進力としての意義があるのではないかと，私l立考える
のである。
動物的水準の｛fl;＼、精神的能力と肉体的能力との調和のとれた結合としての原始的労働からは
じまって，強力的にそれに緊縛された簡単・苛酷な肉体労働と主として訓練に依存する手工的
・一面的労働を経て，資本のもとで労働の生産力の増進をいわば代償として，不具化し萎縮し
た人間労働力による部分労働，そしてさらに部分機械に仕える生きた付属物としての一面的・
部分的労働が支配的になったのちに，ょうやく，全面的に発展した人間労働力の流動が資本に
よって要求されるということになったのである。だが，すべての人間労働力の全面的発展が保
障されそれが実現するのは共産主義社会においてであり，労働力のf也、子すべてが賃銀奴隷の
苦役を一掃して真に人聞社会の主人公としての労働力の担い手になるためには，分業の自然発
生的発展や資本によるその推進などではなく，そこには，資本主義的私的所有の完全な廃棄の
ための，まさに「命がけの飛躍」ともいうべき血みどろのたたかい，根本的変革のための革命
的闘争が介在しなければならないことを，私たちはしかと銘記しておく必要がある。この「命
がけの飛躍」を首屠よく成しとげることによって，人間的労働の分割，すなわち分業はその世
界史的役割をみごとに完遂しえたものとなることができるであろう。
だが，そのための唯一の，決定的・絶対的な要件は，ここでもまた，つねに，人間労働力の
担い手たち白身がすべて，真に社会的人間の名に値する自覚と思想をかたく身につけて主体的
．能動的実践を貫きとおすこと一一ーこれ以外にほありえないのである。
(1989. 9. 24〕
